
伊賀市 ミュージアム青
あおやまうたのいえ

山讃頌舎
２０２１年夏の通常展図録
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伊賀に暮らして−穐
あきづき

月明
あきら

の身近な風景

１９８１年５２歳の時、京都で活動していた穐月明は現伊賀

市 ミュージアム青山讃頌舎のある伊賀市別府に画室を移し

此処で暮らし始めました。自然豊かで静かな制作環境を求

めてのことでした。

伊賀に移ってからの活躍は目覚ましく日本で有数の人気作

家になって行きます。この地から日本各地をめぐり四国

八十八ヶ所や西国三十三ヶ所、富士山や、大山などさまざ

まな作品を残しましたが、やはり多いのは近郊の風景や日

常の情景です。今回はその中でも何処をスケッチしたか特

定できた作品を中心に画家の視線を追ってみました。

穐月明はいつも「此処はほんとに美しい」と言っていました。

画家が観た美しい伊賀をお楽しみください。

２０２１年５月２１日
一般財団法人 東洋文化資料館靑山讃頌舎

　理事長　穐月大介
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穐月 明「神宮流水」
70 代 墨絵淡彩・紙本

伊勢神宮宇治橋

穐月 明「大悲地蔵菩薩」
年代不詳 墨絵彩色・紙本

神が御
お わ

座し、仏が導く
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穐月 明「家の記録／雪の日の門前」
70 代 墨絵淡彩・紙本

自宅前
現在のミュージアム青山讃頌舎入口

絵にはまだミュージアムは無い

青あ
お
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う
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穐月 明「板塀の仔猫」
年代不詳 墨絵淡彩・紙本

茶室の塀から顔を出す愛猫
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穐月 明「雪の庭」
年代不詳 墨絵・紙本

画室の窓から見た雪の庭石 
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自宅から見上げた裏山の冬枯

穐月 明「月光」
年代不詳 墨絵淡彩・紙本
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穐月 明「神事の日」
年代不詳 墨絵淡彩・紙本

大村神社境内より観た薄雪の鐘堂

大
村
神
社
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穐月 明「神木」

年代不詳 墨絵淡彩・紙本

大村神社 白蛇の御神木
幹はまだ折れていない
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獅子舞
阿保にも残る古い形の獅子舞

をモデルにしているようだ

穐月 明「太神楽図」
年代不詳 墨絵淡彩・紙本

阿あ

　
保お
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阿保の木津川
阿保を流れる木津川のどこにでもみられる冬枯れ

穐月 明「雪原の流れ」
年代不詳 墨絵淡彩・紙本
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阿保橋より観た阿保宿

穐月 明「流水雪景」
　70 代 墨絵淡彩・紙本
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国道 165 号より観た柏尾の集落
今は川の土手に桜が植樹されている

穐月 明「村里の流れ」
70 代 墨絵淡彩・紙本
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穐月 明「雪の川」
70 代 墨絵淡彩・紙本

阿保宿の外れ、川上川に架かる橋
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寺脇 宝厳寺前の近鉄高架
作品は故郷四国の西条へ帰る列車を
描いているのが、宝厳寺前の近鉄高

架をモデルにしたのかも知れない

穐月 明「追想の夜汽車」
年代不詳 墨絵淡彩・紙本
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穐月 明「青山流水」
70 代 墨絵淡彩・紙本

川上集落
画家が通った山村にはダムが建設される

伊
　
賀

穐月 明「青山流水」
70 代 墨絵淡彩・紙本
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上
こ う づ

津 比
ひ び き

々岐神社 鎮守の杜

穐月 明「参道」
年代不詳 墨絵・紙本
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神
か ん べ

戸 常福寺の梅

穐月 明「常福寺の紅梅」
53 歳 墨絵淡彩・紙本
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神戸 常福寺前の木津川
” 日の美しい色が川面にゆれ

草は風に光り浮きただよう ”

穐月 明「日華川上動風光草際浮」
70 代 墨絵淡彩・紙本
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神戸 木津川の沈下橋

穐月 明「流水」
70 代 墨絵淡彩・紙本
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木津川 大野木橋付近より観た伊賀上野城

穐月 明「城跡の見える川」
70 代 墨絵淡彩・紙本

⬇
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中之瀬の磨崖仏

穐月 明「磨崖仏・阿弥陀三尊」
年代不詳 墨絵淡彩・紙本
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穐月 明「春秋池景」
年代不詳 墨絵淡彩・紙本

大山田 真
み ど ろ

泥池
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名
　
張

大屋戸 名張川の沈下橋

穐月 明「星夜渡橋」
52 歳 墨絵・紙本
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赤目四十八滝 布曳滝

穐月 明「瀧」
年代不詳 墨絵淡彩・紙本
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大野寺 弥勒磨崖仏

穐月 明「流水磨崖仏」
年代不詳 墨絵淡彩・紙本

宇
　
陀
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室生寺 弥勒堂

穐月 明「雪の御堂」
50 代 墨絵・紙本
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水のほとりには野仏が祀られている

穐月 明「星天 野の仏」
64 歳 墨絵淡彩・紙本

伊賀の山や里には
美しい川が流れ

穐月 明「林間流水」
70 代 墨絵淡彩・紙本

穐月 明「奔流」
70 代 墨絵淡彩・紙本
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雨が上がれば
村に虹が立つ

穐月 明「雨中村落」
年代不詳 墨絵淡彩・紙本

穐月 明「初冬流水」
70 代 墨絵淡彩・紙本

穐月 明「虹のたつ村落 」
70 代 墨絵淡彩・紙本

晩秋になれば
野焼きの煙があがり
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